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１．はじめに 

2004 年中越地震や 2008 年岩手・宮城内陸地震では、大

規模な地すべりが頻発し、住民や社会資本に大きな被害を

与えた。 

また、数値解析などにより地震時の地すべり挙動につい

ての研究も進められている（例えば 若井2008など）。 

しかし、実際の地すべり地における地震動と地すべり変

動量の関係は、明確ではない。 

そこで、これまでに報告された地震時の地すべり観測事

例を基に地震の強さと地すべり変動量の関係を調査した。 

 

２．調査方法 

過去に発表された地震時の地すべり観測事例の論文など

の資料から各種計測機器の変動量や地下水位変動の記述を

抽出し、整理した。また、（独）土木研究所 雪崩・地す

べり研究センターの試験地である沖見地すべりにて観測し

たデータも加えた。 

収集した観測事例は、新潟地震１箇所、宮城県沖地震１

箇所、鳥取県西部地震１箇所、中越地震12箇所、中越沖地

震１箇所、合計16箇所である。地震毎の観測事例箇所数は

中越地震のものが多い結果となっている。 

 

３．調査結果 

３．１ 推計震度と地盤伸縮計変動量の関係 

地震の推計震度と地盤伸縮計にて計測された変動量との

関係を図－１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査において、３基の地盤伸縮計の観測事例が収集さ

れた。収集ができた事例が少数であるため、明確な傾向は

判明しないが、地表での変位は、震度５弱で最大２ｍｍ程

度、震度５強で５ｍｍ程度の変位を示しており、大きな震

度ほど大きな変動を示している。 

 

３．２ 推計震度と地中変位量の関係 

地震の推計震度とパイプ歪計の変動量との関係を図－２

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査では、20孔のパイプ歪計観測事例を収集した。収

集した観測事例の内、震度５強での観測事例が１孔、震度

６弱での観測事例が19孔である。事例数に片寄りがあるた

め、明確な傾向は判明しないが、観測された変位量の上限

は、震度５強で14,000μs程度、震度６弱で24,000μs程

度であった。大きな震度ほど上限値が大きくなっている。 

上記のパイプ歪計の観測結果を変位量に換算し、１孔の

孔内傾斜計観測事例の値を加え、推計震度との関係を調査

した。その結果を、図－３に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測された変位量の上限は、震度５弱で15mm程度、震度

５強で300mm程度、震度６弱で500mm程度であった。大き

な震度ほど上限の変位量が大きくなっている。 

推計震度と縦伸縮計の変位量との関係を図－４に示す。 

 

 

 

図－１ 推計震度と地盤伸縮計変動量の関係

0 1 2 3 4 5 6

変位量（ｍｍ）

震度５強

震度５弱

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000

地震時の歪み変位量（μs）

震度５強

震度６弱

図－２ 推計震度とパイプ歪計変位量の関係 
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図－３ 推計震度と地中変位量との関係 
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震度５の観測事例は新潟地震の事例であり、当時の震度

階級で表している。縦伸縮計の観測事例では、震度と変位

量の間に関係は見られない。 

このほか、推計震度・変位量と地下水変位量や地質、地

すべりブロック内での位置との組み合わせによりそれぞれ

の関係を調査したが、明瞭な関係は認められなかった。 

 

４．まとめ 

本調査の結果をまとめると以下のようになる。 

（１） 地表の変位は、震度５弱で最大２mm程度、震度５強

で５mm程度であり、震度階級が大きいほど最大変位

も大きな値であった。 

（２） 地中変位の上限は、震度５弱で 15mm 程度、震度５

強で300mm程度、震度６弱で500mm程度であり、震

度階級が大きいほど最大変位も大きな値であった。 

（３） 縦伸縮計の観測結果では、推計震度と変動量に関係

が見られない。 

上記（１）、（２）より、強い揺れにより地すべりの変

位も大きくなると考えられる。また、震度５弱の変位量と

と震度５強の変位量との差が大きい。この結果は、ハスバ

ートルほか（2010）が推計震度5強以上の区域で地すべり

が発生していることを示しており、これに整合する。 

（３）では、地震の揺れの大きさと変位量に関係性が認

められなかったが、震度５の箇所が震度５強であり、縦伸

縮計が地中変位を示している考えれば、（２）で示した上

限の範囲内となる。 

今後、更なる資料の収集を行い、調査を行うと共に地震

時の地すべり土塊の挙動に関する研究も進めてゆく必要が

ある。 
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図－４ 推計震度と縦伸縮計変動量との関係

- 445 -




